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あり、未定としております。本件に係る影響については、軽微だと考えられますが、今後、当社の

業績に重大な影響を与える新たな事実が判明した場合は、速やかにお知らせいたします。

 
※1 結膜と角膜の境界領域である角膜輪部に存在する角膜上皮幹細胞が、先天的または外的要因等によって消失すること

で発症する疾患。角膜が混濁し、視力の低下や、眼痛などの臨床症状が見られます。
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